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特に記載がない場合の会場・問い合わせ先は保健センター☎978-3511です。◎は事前に保健センターへの申し込みが必要です（電話可。申し込み順）。

おおずひろゆき

お　び

◎
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
で
も
相
談

a
d
①
２
月
１３
日
㈭
…
ゆ
り
の
き
荘

　

②
２
月
１８
日
㈫
…
保
健
セ
ン
タ
ー

　

③
２
月
２１
日
㈮
…
く
す
の
き
荘　

④
３
月
３
日
㈫
…
保
健
セ
ン
タ
ー
。

①
③
は
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
、
②

④
は
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分　

g
リ

ハ
ビ
リ
（
機
能
訓
練
の
方
法
・
腰
痛

予
防
・
筋
力
向
上
な
ど
）
に
つ
い

て
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
に

よ
る
個
別
相
談　

f
各
回
８
人　

e

①
③
当
日
会
場
へ　

②
④
受
付
中

◎
歯
科
健
診
・
相
談
〜
歯
の
健
康　

　

健
康
長
寿
の　

第
一
歩
〜

a
d
▽
２
月
１９
日
㈬
…
市
役
所
第
三

庁
舎
５
階
会
議
室
７　

▽
３
月
４
日

㈬
…
保
健
セ
ン
タ
ー
。
い
ず
れ
も
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時　

g
歯
科
健

診
・
相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

治
療
は
行
い
ま
せ
ん　

f
各
回
２０
人

　

e
受
付
中
。
電
話
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で
申
し
込

み●
令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）

　

乳
が
ん
（
集
団
）
検
診
の
申
し
込

　

み
に
つ
い
て

　

検
診
の
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が

き
で
３
月
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。
受
付
期
間
な
ど
詳
し

く
は
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら
せ
版
３

月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

＊
現
在
は
ま
だ
申
し
込
み
を
受
け
付

　

て
い
ま
せ
ん

◎
栄
養
士
に
き
く
！　

食
生
活
な
ん

　

で
も
相
談

a
２
月
１３
日
㈭
、
午
前
９
時
〜
１１
時

　
g
栄
養
士
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予

防
等
の
個
別
相
談　

f
３
人　

e
受

付
中
。
事
前
予
約
制
で
、
随
時
相
談

あ
り

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
３
月

３１
日
ま
で
の
一
時
的
な
措
置
と
し

て
、
該
当
す
る
方
に
風
し
ん
の
抗
体

検
査
お
よ
び
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
。
令
和
元
年
度
は
、
昭
和
４７
年
４

月
２
日
〜
５４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性
に
対
し
て
５
月
下
旬
に
ク
ー
ポ

ン
券
を
発
送
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

g
風
し
ん
抗
体
検
査
１
回
、
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
１
回
（
必
要
時
）　

f
市
内

に
住
民
登
録
の
あ
る
昭
和
３７
年
４
月

２
日
〜
５４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

性
。
予
防
接
種
は
、
次
の
①
・
②
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。
①
風
し

ん
抗
体
検
査
の
結
果
、
予
防
接
種
が

必
要
と
診
断
さ
れ
た　

②
平
成
２６
年

４
月
以
降
に
実
施
し
た
風
し
ん
抗
体

検
査
の
結
果
を
お
持
ち
の
方
で
、
十

分
な
量
の
抗
体
が
無
か
っ
た　

h
無

料　

c
ク
ー
ポ
ン
券
、
検
査
結
果

（
必
要
時
）

＊
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
が
令
和

３
年
（
２
０
２
１
年
）
３
月
３１

日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。
ま
だ

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
お
受
け
く
だ
さ
い

b
市
民
健
康
課
☎
９
７
８
＝
３
５
１

１

B市民健康課☎978－3511

生活習慣病予防
７大セミナー
（腎臓病）

モ
　
　
　
リ

a
２
月
１０
日
㈪
、
午
前
１０
時
〜
１１

時
４５
分
、
午
後
１
時
〜
４
時　

d

市
役
所
本
庁
舎
入
口

　

な
お
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献

血
ル
ー
ム
（
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
１
階
☎
９
８
７
＝
３

７
３
７
）
で
も
献
血
が
で
き
ま

す
。
全
血
献
血
は
午
前
９
時
４５
分

〜
午
後
５
時
３０
分
、
成
分
献
血
は

午
前
９
時
４５
分
〜
午
後
４
時
３０
分

で
す
。
そ
の
ほ
か
の
献
血
で
き
る

場
所
は
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
は
、
３
月
末
ま
で
献

血
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
際
に
、

カ
ー
ド
ル
ー
ペ
等
の
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
６０
歳
〜

６４
歳
に
献
血
を
す
る
と
、
献
血
可

能
年
齢
が
６９
歳
ま
で
延
長
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
献
血
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

d
埼
玉
県
内
の
献
血
ル
ー
ム
や
献

血
バ
ス　

f
６０
歳
〜
６４
歳
に
初
め

て
献
血
を
す
る
方
（
５９
歳
ま
で
の

献
血
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
）

＊
記
念
品
の
配
布
は
無
く
な
り
し

　

だ
い
終
了
し
ま
す

b
保
健
総
務
課
☎
９
７
３
＝
７
５

３
０

　

平
成
３１
年
（
２
０
１
９
年
）
４

月
２４
日
に
「
旧
優
生
保
護
法
一
時

金
支
給
法
」
が
成
立
し
、
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

〈
請
求
期
限
〉　

旧
優
生
保
護
法

一
時
金
支
給
法
が
施
行
し
た
日
か

ら
５
年
以
内

〈
一
時
金
の
金
額
〉　

３
２
０
万

円
（
一
律
）

〈
対
象
〉　

①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
ご
存
命
の
方
。
①
昭
和
２３
年

９
月
１１
日
〜
平
成
８
年
９
月
２５
日

に
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優

生
手
術
を
受
け
た
（
母
体
保
護
の

み
を
理
由
と
し
て
手
術
を
受
け
た

方
は
除
く
）　

②
①
と
同
じ
期
間

に
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
ま
た

は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た
（
母

体
保
護
や
疾
病
の
治
療
な
ど
を
目

的
と
す
る
手
術
等
を
除
く
）

〈
受
付
・
相
談
〉　

請
求
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
受

付
・
相
談
窓
口
（
〠
330
＝
９
３
０

１
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
の

１５
の
１
。
☎
０
４
８
＝
８
３
１
＝

２
７
７
７
）
へ
（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
。
詳
し

く
は
厚
生
労
働
省
・
県
・
市
そ
れ

ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

b
市
民
健
康
課
☎
９
７
８
＝
３
５

１
１

579
　

てらうち　　　ふみとし

卵
巣
が
ん
の
予
防
は
可
能
？

　

日
本
に
お
け
る
卵
巣
が
ん
患
者

は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
死
亡
者

数
も
増
加
し
て
お
り
、
現
在
で

は
、
婦
人
科
が
ん
（
子
宮
が
ん
な

ど
）
の
中
で
最
も
死
亡
率
の
高
い

病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
卵
巣
が
ん
は
診
断
さ
れ
た

時
点
で
約
７０
％
近
く
が
転
移
を
認

め
る
進
行
例
だ
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
、
早
期
に
見
つ
け
る
こ
と
が
大

変
難
し
い
病
気
な
の
で
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
早
い
段

階
で
は
自
覚
症
状
に
乏
し
い
た

め
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

最
近
は
、
手
術
療
法
の
改
良
や

新
規
抗
腫
瘍
薬
（
分
子
標
的
治
療

薬
な
ど
）
の
開
発
の
お
か
げ
で
、

一
時
期
よ
り
は
予
後
（
治
療
成

績
）
の
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
依
然
、

難
治
性
の
病
気
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

卵
巣
が
ん
の
予
防
に
関
し
て

は
、
そ
の
発
症
の
「
危
険
因
子
」

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず

は
遺
伝
性
要
因
と
し
て
、
遺
伝
性

乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
（
ハ
リ

ウ
ッ
ド
女
優
の
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー

ナ
・
ジ
ョ
リ
ー
が
公
表
し
た
こ
と

に
よ
り
有
名
に
な
り
ま
し
た
）
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
複
数
の
親
族

に
、
乳
が
ん
も
し
く
は
卵
巣
が
ん

が
発
症
し
て
い
る
場
合
は
要
注
意

で
す
。
近
年
は
、
原
因
遺
伝
子
の

検
索
も
可
能
で
す
の
で
、
専
門
病

院
へ
の
相
談
も
お
勧
め
し
ま
す
。

遺
伝
と
は
無
関
係
の
要
因
と
し

て
、
妊
娠
・
出
産
経
験
の
無
い
こ

と
、
子
宮
内
膜
症
に
か
か
っ
て
い

る
こ
と
、
肥
満
や
喫
煙
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
に
よ
る
治
療
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
危
険
因
子

を
ふ
ま
え
て
考
え
ら
れ
る
予
防
法

と
し
て
、
遺
伝
性
の
場
合
は
、
近

年
は
予
防
的
卵
巣
卵
管
切
除
術
と

い
う
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

遺
伝
と
は
無
関
係
の
場
合
で
最

も
有
効
な
予
防
法
は
、
経
口
避
妊

薬
（
い
わ
ゆ
る
ピ
ル
）
の
服
用
で

す
。
最
近
は
副
作
用
の
少
な
い
ホ

ル
モ
ン
含
量
の
低
い
タ
イ
プ
も
汎

用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
長

期
に
わ
た
っ
て
妊
娠
・
出
産
の
予

定
が
な
い
場
合
や
、
子
宮
内
膜
症

に
過
去
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

場
合
な
ど
は
、
薦
め
ら
れ
る
予
防

法
で
す
。
ま
た
、
子
宮
内
膜
症
に

て
卵
巣
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
場

合
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
嚢
胞
な
ど
と

呼
ば
れ
る
状
態
）
で
は
、
年
齢
や

大
き
さ
に
よ
り
積
極
的
に
手
術

（
通
常
は
腹
く
う
鏡
手
術
）
を
検

討
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
婦
人

科
の
か
か
り
つ
け
医
を
設
け
て
、

定
期
的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

な
に
よ
り
重
要
で
す
。

　

越谷市医師会
産婦人科菅原病院
☎９６４－３３２１
寺内　文敏

健

健（
検
）診
・

相
談

　生活習慣病の
基礎知識と予防方法について、医
師が分かりやすく解説します！
〈時　間〉　2月20日(木)、午後2
時30分～4時30分
〈会　場〉　中央市民会館5階第
4～6会議室
〈内　容〉　「新たな国民病を早
期発見！　腎臓病予防
セミナー」。講師は小尾医院医師
の大図弘之さん
〈対　象〉　市内在住で生活習慣
病予防に関心のある方100人
〈持ち物〉　健康診査の結果、筆
記用具
〈申込み〉　受付中。電話で下記
へ。右記の二次元
コードから電子申
請でも申し込みで
きます

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生
手
術
な
ど
を
受
け
た
方
へ

国
か
ら
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

シ
ニ
ア
60
〜
64
初
回
献
血

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ろ
く
ま
る

ろ
く
よ
ん

は
ん

よ
う

の
う
ほ
う

大
人
の
風
し
ん

対
策
に
つ
い
て


